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ブ
ラ
ン
デ
ス
や
テ
イ
ン
　

 

ヌ
な
ど
に
其
例
を
見
る
通
り
、
文
學
史
を
書
く
者
の
中
に
は
、
勝
手
な
豫
定
の

觀
念
を
基
と
し
、
こ
れ
に
當
て
は
ま
る
材
料
の
み
を
引
用
し
て
、
何
と
か
か
と
か
纏
り
を
附
け
度
が
る
弊

風
が
あ
る
。
漢
文
學
史
の
上
に
も
澤
山
の
類
例
が
あ
ら
う
。
元
遺
山
の
編
と
稱
せ
ら
れ
て
、
そ
し
て
實
際

其
編
で
あ
る
事
は
間
違
ひ
な
い
、
と
思
は
る
ゝ
「
唐
詩
鼓
吹
」
に
、
明
末
清
初
の
錢
謙
益
（
牧
齋
）
が
序

文
を
書
い
て
、
中
に
明
代
三
百
年
來
の
詩
學
の
弊
風
を
攻
撃
し
、

　
『
あ
ゝ
唐
人
一
代
の
詩
各
々
神
髓
あ
り
、
各
々
氣
候
あ
り
、
然
る
を
初
唐
盛
唐
中
唐
晩
唐
と
無○

理○

に○

區○

　
分○

し
て
、
隨
て
之
を
判
斷
し
、
此
が
妙
悟
、
彼
が
二
乘
、
此
が
正
宗
、
彼
が
羽
翼
…
…
な
ど
、
支
離
滅

　
裂
し
て
、
唐
人
の
面
目
を
千
歳
の
上
に
暗
か
ら
し
む
』
（
意
譯
）

と
嘆
じ
、
そ
し
て
此
弊
風
は
嚴
羽
の
詩
論
「
滄
浪
詩
話
」
と
高
廷
禮
編
集
の
「
唐
詩
品
彙
」
と
が
責
を
負

ふ
可
き
も
の
で
あ
る
と
痛
論
し
て
居
る
。

　
明
治
文
學
も
も
う
過
去
の
も
の
と
な
つ
て
、
「
明
治
小
説
史
」
「
明
治
詩
歌
史
」
な
ど
ゝ
題
す
る
も
の

が
昨
今
可
な
り
多
い
。

　
昭
和
二
年
頃
に
新
潮
社
刊
行
の
「
日
本
文
學
講
座
」
の
中
に
も
若
干
篇
が
あ
る
。
『
新
詩
發
生
時
代
の

思
ひ
出
』
と
い
ふ
や
う
な
題
で
何
か
書
け
と
、
畑
中
氏
か
ら
先
般
依
頼
さ
れ
て
居
た
が
、
近
頃
或
る
事
柄

3



で
頗
る
繁
忙
な
の
で
、
濟
ま
な
い
が
全
く
打
ち
捨
て
置
い
た
が
、
原
稿
締
切
の
期
日
が
眼
前
に
迫
る
の
で
、

慌
て
氣
味
に
貧
弱
な
藏
書
を
調
べ
る
と
、
右
の
新
潮
社
の
刊
行
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
其
中
に
新
詩
發
生
時

代
を
説
く
、
「
明
治
詩
史
」
と
い
ふ
も
の
を
見
附
け
た
。
可
な
り
よ
く
調
べ
て
居
る
や
う
だ
が
、
や
は
り

文
學
史
家
の
陷
る
弊
風
が
無
い
で
も
な
い
。

　
昨
年
の
「
國
語
と
國
文
學
」
の
夏
期
特
輯
、
「
明
治
大
正
文
學
を
語
る
」
（
藤
村
作
博
士
が
卷
頭
に
序

し
て
居
る
）
八
月
號
の
編
輯
後
記
に
『
本
誌
自
體
が
書
き
改
め
ら
れ
た
明
治
大
正
文
學
史
で
あ
る
と
曰
つ

て
も
誇
稱
で
は
無
か
ら
う
と
思
ふ
』
と
あ
る
が
、
私
が
課
せ
ら
れ
た
題
目
の
新
詩
發
生
時
代
に
就
て
も
面

白
い
思
ひ
出
が
數
々
載
せ
ら
れ
て
あ
る
、
其
中
井
上
巽
軒
先
生
の
御
話
が
よ
く
當
時
の
實
際
を
穿
つ
て
居

る
。

　
先
生
の
御
話
中
に
は
無
い
が
、
明
治
最
初
刊
行
の
新
詩
は
福
澤
先
生
の
で
あ
る
、
即
ち
「
世
界
國
づ
く

し
」
、
七
五
調
で
世
界
地
理
を
歌
ふ
た
當
時
の
破
天
荒
で
あ
る
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
ま
づ
い
點
の
あ
る

を
免
れ
な
い
が
、
『
五
大
洲
』
を
韻
文
で
あ
ゝ
迄
に
歌
ふ
と
い
ふ
事
が
確
に
偉
い
、
し
か
も
是
は
全
く
先

生
の
餘
技
で
あ
る
。
見
返
し
に
は
　
　

　
『
福
澤
諭
吉
著
、
素
本
世
界
國
盡
全
三
册
明
治
五
年
壬
申
初
冬
、
福
澤
論
吉
賣
弘
』

と
あ
る
、
そ
し
て
發
端
は
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『
世
界
は
廣
し
萬
國
は
・
お
ほ
し
と
い
へ
ど 

大  

凡 

オ
ホ
ヨ
ソ

・
五
つ
に
分
け
し
名
目
は
・
亞
細
亞
阿
非
利
加
歐

　
羅
巴
・
北
と
南
の
亞
米
利
加
に
・
堺
か
ぎ
つ
て
五
大
洲
・
大
洋
洲
を
別
に
又
・
南
の
島
の
名
稱
ト
ナ
ヘ
な
り
…

　
…
』

歐
洲
を
歌
つ
て
は
　
　

　
『
…
…
國
の
大
小
強
弱
も
・
時
勢
に
よ
つ
て
浮
き
沈
み
・
魯
西
亞
普
魯
士
墺
地
利
・
英
と
佛
と
の
五
ヶ

　
國
は
當
時
日
の
出
の
五
大
國
・
…
…
（
歐
洲
は
）
人
民
恆
の
産
を
得
て
・
富
國
強
兵
天
下
一
…
…
兵
備

　
整
ひ
武
器
足
り
て
・
世
界
に
誇
る
泰
平
の
・
そ
の
源
を
尋
る
に
・
本
を
務
る
學
問
の
・
枝
に
咲
き
た
る

　
花
な
ら
む
・
花﹅
見﹅
て﹅
花﹅
を﹅
羨﹅
む﹅
な﹅
・
本﹅
な﹅
き﹅
枝﹅
に﹅
花﹅
は﹅
無﹅
し﹅
・
一﹅
身﹅
の﹅
學﹅
に﹅
急﹅
ぐ﹅
こ﹅
そ﹅
・
進﹅
歩﹅
は﹅
か﹅
ど﹅

　
る﹅  

紆    

路  

マ
ワ
リ
ミ
チ

・
共
に
た
ど
り
て
西
洋
の
・
道
に
榮
る
花
を
見
む
』

　
こ
れ
は
昭
和
十
年
の
今
日
で
も
傾
聽
す
る
に
足
る
、
流
石
は
一
代
の
先
覺
で
あ
る
。
全
篇
三
卷
を
讀
み

通
す
と
、
明
治
初
年
に
於
け
る
世
界
の
大
勢
が
朧
げ
な
が
ら
伺
は
れ
る
。
（
書
中
の
固
有
名
詞
な
ど
の
書

き
方
が
頗
る
振
つ
て
ゐ
る
の
も
一
興
。
内
留
ナ
イ
ル
河
、
比ピ
羅ラ
三ミ
井イ
天デ
、
尻
屋
シ
リ
ヤ
、
羽
禮
須
多
院

パ
レ
ス
タ
イ
ン

、
奈
保
禮
恩

ナ
ポ
レ
オ
ン

、
和ワ

阿
戸
留
樓

ー
ト
ル
ロ
ー

、
治ジ
部ブ
良ラ
留ル
多タ
留ル
、
金
田
カ
ナ
ダ
、 

輕 

骨 

田 

カ
ル
コ
ツ
タ

、
荒
火
屋

ア
ラ
ビ
ヤ

、
衞エ
士ジ
府プ
都ト
、
麻
田
糟
輕

マ
ダ
カ
ス
カ
ル 

等 

々 

々 

ト
ウ
ト
ウ
ト
ウ
）

　
但
し
流
石
の
先
生
も
、
米
國
に
行
て
其
物
質
文
明
に
眩
惑
さ
れ
て
、
極
端
の
米
國
崇
拜
と
な
つ
た
の
は

無
理
も
な
い
。
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『
…
天
の
道
理
に
基
き
て
・
國
に
報
ゆ
る
丹
心
の
・
誠
に
出
で
し
一
國
の
・
不
覊
獨
立
の
勢
は
・
留
め

　
ん
と
す
れ
ど
止
ら
ず
・
北
亞
米
利
加
の
十
三
州
・
…
…
十
三
州
の
名
代
人
・
四
十
八
士
の
連
判
状
・
世

　
界
に
示
す
檄
文
に
・
英
吉
利
王
の
罪
を
攻
め
…
…
失
ふ
生
命
イ
ノ
チ
得
る
自
由
・
正
理
屈
し
て
生
き
ん
よ
り
・

　
國
に
報
ゆ
る
死
を
取
ら
ん
・
一
死
決
し
て
七
年
の
・
長
の
月
日
の  

攻    

守  

セ
メ
マ
モ
リ

・
知
勇
義
の
名
を
千
歳
に

　
・
流
す
血
の
河
骨
の
山
・
七
十
二
戰
の
艱
難
も
・
消
え
て
忘
る
ゝ
大
勝
利
・
…
…
』

　
次
に
米
國
の
建
國
と
進
歩
と
を
謳
歌
し
て
『
工
商
は
英
國
と
比
肩
し
、
文
教
技
藝
は
佛
國
に
優
る
』
と

讚
し
、
世
界
の
四
方
よ
り
『
衣
食
を
逐
ふ
人
の
情
』
で
、
集
り
來
る
殖
民
の
故
に
、
人
口
三
千
餘
萬
に
増

加
し
、
（
日
本
も
明
治
十
五
六
年
頃
は
「
三
千
餘
萬
兄
弟
ど
も
よ
、
守
り
に
ま
も
れ
君
が
代
を
…
…
」
と

歌
つ
た
も
の
だ
）
東
西
一
千
三
百
里
、
南
北
七
百
里
、
十
三
州
は
三
倍
し
て
『
三
十
六
州
竝
び
立
ち
』
…

…
ニ
ユ
ー
ヨ
ル
ク
（
入
世
留
久
！
）
は
、
人
口
凡
一
百
萬
・
國
中
一
の
交
易
場
で
あ
る
…
…
と
書
い
て
ゐ

る
。
福
澤
先
生
は
其
後
「
暗
誦
十
詞
」
を
明
治
六
年
刊
行
し
た
と
、
今
は
故
人
た
る
吉
野
甫
が
、
明
治
四

十
一
年
昭
文
堂
刊
行
の
「
明
治
詩
集
」
中
の
新
體
詩
年
表
に
書
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
讀
む
で
居
な
い
。

　
明
治
時
代
韻
文
刊
行
の
第
二
は
、
其
後
十
年
ば
か
り
を
過
ぎ
て
、
明
治
十
五
年
四
月
の
「
新
體
詩
抄
」

で
あ
ら
う
。
東
京
帝
國
大
學
（
當
時
唯
一
の
帝
大
）
の
外
山
正
一
、
矢
田
部
良
吉
、
井
上
哲
次
郎
三
博
士

の
合
編
で
あ
る
。
其
第
一
頁
は
『
ブ
ル
ウ
ム
フ
ヰ
ー
ル
ド
氏
兵
士
歸
郷
の
詩
』
外
山
（
ゝ
山
仙
史
）
の
譯
、
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『
凉
し
き
風
に
吹
か
れ
つ
ゝ
…
…
』
で
あ
る
。

　
前
記
「
國
語
と
國
文
學
」
の
井
上
先
生
の
當
時
の
追
想
談
を
讀
む
と
、
外
山
博
士
の
熱
心
が
窺
は
れ
る
。

今
で
も
軍
歌
と
し
て
時
々
ラ
ヂ
オ
に
も
出
て
來
る
拔
刀
隊
歌
（
明
治
十
年
西
南
役
の
歌
）
は
其
作
で
あ
る
。

『
我
は
官
軍
我
が
敵
は
天
地
容
れ
ざ
る
朝
敵
ぞ
、
敵
の
大
將
た
る
者
は
古
今
無
双
の
英
雄
ぞ
、
之
に
從
ふ

つ
わ
も
の
は
共
に
慓
悍
決
死
の
士
…
…
』
私
は
「
東
洋
學
藝
雜
誌
」
で
初
め
て
之
を
讀
む
だ
（
同
誌
に
東

京
市
の
歌
「
あ
な
變
り
た
り
武
藏
野
や
」
と
い
ふ
の
も
あ
つ
た
が
誰
れ
の
作
か
覺
え
て
居
な
い
）
。

　
其
後
又
十
餘
年
を
過
ぎ
て
外
山
井
上
兩
博
士
は
共
に
明
治
廿
八
年
初
刊
の
「
帝
國
文
學
」
紙
上
に
時
々

詩
を
發
表
し
た
。
『
旅
順
の
英
雄
可
兒
大
尉
』
と
い
ふ
散
文
詩
（
？
）
を
外
山
博
士
は
日
清
戰
役
時
代
に

書
い
た
。
其
頃
皮
肉
屋
の
齋
藤
緑
雨
が
、
『
新
體
詩
見
本
』
と
題
し
て
外
山
、
佐
佐
木
（
信
綱
）
、
與
謝

野
鐵
幹
等
諸
家
の
口
調
を
眞
似
て Parody 
を
書
い
た
。
外
山
調
に
『
火
鉢
の
上
に
鐵
瓶
が
・
落
ち
て
居

る
と
て
無
斷
に
て
・
他
人
の
物
を
持
ち
行
く
は
・
取
り
も
直
さ
ず
泥
坊
ぞ
（
「
取
り
も
直
さ
ず
」
は
「
即

ち
」
）
泥
坊
元
來
不
正
な
り
・
雲
を
霞
と
逃
ぐ
る
と
も
・
早
く
繩
綯
ひ
追
ひ
駈
け
て
・
縛
せ
や
縛
せ
犯
罪

人
。
』

　
前
の
「
新
體
詩
抄
」
及
び
之
か
ら
出
發
し
た
竹
内
節
の
新
體
詩
歌
に
歸
る
が
、
其
中
に
井
上
博
士
は
ロ

ン
グ
フ
エ
ロ
ー
の
『 

人  

生  

の  

歌 

ゼ
サ
ー
ム
オ
フ
ラ
イ
フ
』
を
譯
し
た
。
此
原
詩
は
米
國
の
少
年
達
は
皆
悉
く
暗
誦
し
て
居
る
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だ
ら
う
。
日
本
の
少
年
達
も
さ
う
す
る
が
よ
い
。
靈
魂
不
滅
と
敬
神
と
發
奮
努
力
と
希
望
と
を
歌
つ
て
ゐ

る
。
後
に
相
模
の
海
岸
で
溺
死
し
た
矢
田
部
理
學
博
士
は
尚
今
居
士
の
號
で
グ
レ
イ
の
『 

哀  

歌 

エ
レ
ヂ
イ

』
を
譯

し
た
。

　
『
山
々
か
す
み
入
相
の
・
鐘
は
鳴
り
つ
つ
野
の
牛
は
・
徐
に
歩
み
歸
り
行
く
・
耕
す
人
も
う
ち
疲
れ
・

　
や
う
や
く
去
り
て
わ
れ
獨
り
・
た
そ
が
れ
時
に
殘
り
け
り
。
』
（
首
節
）

　
『
此
處
に
生
れ
て
こ
ゝ
に
死
に
・
都
の
春
を
知
ら
ざ
れ
ば
・
其
身
は
淨
き
蓮
の
花
・
思
は
澄
め
る
秋
の

　
月
・
實げ
に
厭
ふ
べ
き
世
の
塵
の
・
心
に
染
み
し
こ
と
ぞ
な
き
』
（
十
九
節
）

　
『
こ
れ
よ
り
外
に
此
人
の
・
善
惡
と
も
に
な
ほ
深
く
・
尋
ぬ
る
と
て
も
詮
は
無
し
・
た
ま
し
ひ
既
に
天

　
に
歸
し
・
後
の
望
を
抱
き
つ
つ
・
神
に
ま
ぢ
か
く
侍
る
な
り
』
（
終
節
）

　
恐
ら
く
當
時
第
一
の
好
譯
詩
で
あ
ら
う
。
曰
ふ
迄
も
な
く
原
詩
は
不
朽
の
傑
作
で
あ
る
。
私
は
十
四
五

歳
の
頃
、
こ
の
譯
詩
を
非
常
に
愛
讀
し
た
。
そ
し
て
親
戚
の
庄
司
（
當
時
駒
場
農
學
校
生
「
わ
か
も
と
」

の
澤
田
博
士
の
友
）
が
原
詩
を
有
し
た
の
を
借
り
て
來
て
覺
束
な
く
も
讀
ん
で
見
た
、
或
は
寧
ろ
（
當
時

や
つ
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
習
つ
た
ば
か
り
だ
か
ら
）
眺
め
た
と
い
ふ
方
が
正
し
か
ら
う
。
西
詩
に
對
す
る
私
の
愛

好
は
多
分
こ
れ
か
ら
で
あ
つ
た
だ
ら
う
。

『
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
中
の
有
名
の
獨
語
〝To be or not to be

…
…
〞
の
譯
も
詩
抄
中
に
あ
つ
た
。
　
　

8新詩發生時代の思ひ出



『
な
が
ら
う
べ
き
か
但
し
又
・
な
が
ら
ふ
べ
き
に
非
る
か
・
是
が
思
案
の
し
ど
こ
ろ
ぞ
…
…
』
途
方
も
無

い
譯
で
あ
る
が
、
是
に
因
て
私
は
初
め
て
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ヤ
の
名
を
知
つ
た
。

　
小
學
時
代
に
は
父
（
擧
芳
と
號
し
た
父
）
の
感
化
で
太
閤
記
、
八
犬
傳
、
三
國
志
、
水
滸
傳
な
ど
を
、

又
教
科
書
と
し
て
は
、
就
中
十
八
史
略
を
愛
讀
し
た
が
、
其
後
十
八
歳
迄
の
獨
學
時
代
、
竝
に
之
に
續
く

時
代
に
影
響
を
受
け
た
も
の
の
中
に
、
そ
の
頃
創
刊
の
「
國
民
の
友
」
又
日
刊
の
「
自
由
の
燈
」
が
あ
る
。

前
者
の
明
治
二
十
二
年
の
文
學
附
録
「
お
も
か
げ
」
な
ど
は
最
も
好
ん
で
讀
ん
だ
。
『
み
ち
の
く
の
眞
野

の
茅
原
遠
け
ど
も
お﹅
も﹅
か﹅
げ﹅
に
し
て
見
ゆ
と
ふ
も
の
を
』
か
ら
題
を
取
つ
た
も
の
、
落
合
直
文
、
森
林
太

郎
（
鴎
外
）
等
諸
先
生
の
西
詩
譯
集
で
あ
る
。
後
者
は
怪
傑
星
亨
の
機
關
新
聞
で
、
猛
烈
に
薩
長
政
府
を

攻
撃
し
た
。
此
紙
上
で
千
八
百
八
十
五
年
ユ
ー
ゴ
ー
の
逝
け
る
時
、
二
三
十
囘
に
連
載
し
た
此
大
文
豪
の

傳
記
評
論
を
讀
ん
で
多
大
の
感
激
と
印
象
と
を
得
た
。

　
明
治
二
十
一
年
十
八
歳
で
二
高
に
入
學
、
補
充
科
一
年
、
豫
科
三
年
、
本
科
二
年
の
科
程
を
、
六
ヶ
年

か
か
つ
て
終
了
し
た
が
、
其
頃
に
山
田
美
妙
や
尾
崎
紅
葉
や
幸
田
露
伴
先
生
が
現
は
れ
た
。
山
田
は
言
文

一
致
體
　
　
今
日
の
口
語
體
の
先
鋒
で
金
港
堂
發
行
月
刊
「
都
の
花
」
の
花
形
で
あ
つ
た
。
末
路
は
悲
慘

で
あ
つ
た
が
、
彼
の
遺
し
た
文
學
上
の
功
績
は
斷
じ
て
僅
少
で
な
い
。
紅
葉
は
『
七
生
文
章
に
盡
さ
ん
』

と
其
後
臨
終
の
際
に
曰
つ
た
通
り
、
彫
心
鏤
骨
の
文
章
を
書
い
た
の
は
尊
い
。
露
伴
先
生
が
明
治
二
十
二
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年
（
二
十
三
歳
で
）
「
風
流
佛
」
（
新
著
百
種
第
五
卷
）
を
、
翌
年
つ
づ
い
て
「
對
髑
髏
」
（
初
名
「
縁

外
縁
」
）
を
著
は
さ
れ
た
の
は
私
共
に
と
つ
て
駭
心
張
目
の
對
象
で
あ
つ
た
。
故
内
田
魯
庵
が
『
此
兩
作

を
書
い
た
露
伴
は
只
に
明
治
文
壇
と
の
み
曰
は
ず
、
世
界
文
學
界
の
珍
で
あ
る
、
眞
に
百
世
稀
に
出
づ
る

天
才
の
面
影
は
此
作
に
最
も
よ
く
現
は
れ
て
を
る
』
と
激
賞
し
た
。
（
春
陽
堂
の
明
治
大
正
文
學
全
集
第

六
卷
第
六
百
六
十
六
頁
、
柳
田
泉
氏
の
解
題
に
よ
る
）

　
日
清
戰
爭
の
初
め
の
年
明
治
二
十
七
年
、
仙
臺
か
ら
始
め
て
出
京
し
て
東
京
帝
國
大
學
英
文
科
に
入
つ

た
。
文
學
部
長
は
我
々
が
大
入
道
と
綽
名
し
た
外
山
博
士
で
あ
つ
た
。
井
上
哲
次
郎
博
士
が
獨
逸
か
ら
六

年
餘
の
留
學
を
卒
へ
、
歸
朝
し
て
萬
丈
の
氣
熖
を
吐
い
た
の
も
其
頃
で
あ
る
。
翌
年
所
謂
赤
門
文
學
「
帝

國
文
學
」
（
月
刊
）
が
創
刊
さ
れ
た
、
第
一
號
に
序
を
書
い
た
の
は
高
山
樗
牛
で
あ
つ
た
。
編
輯
委
員
は

哲
學
科
の
高
山
、
國
文
科
の
鹽
井
（
雨
江
）
大
町
（
桂
月
）
佐
々
（
醒
雪
）
英
文
科
の
上
田
（
柳
村
　
　

敏
）
で
あ
つ
た
。
初
號
中
の
一
長
篇
に
對
し
て
反
感
を
抱
い
た
某
雜
誌
（
名
を
忘
れ
た
）
が
『
長
い
こ
と

ろ﹅
く﹅
ろ﹅
首
の
へ﹅
ど﹅
の
如
し
』
と
冷
評
し
た
。

「
帝
國
文
學
」
は
又
時
々
名
士
を
聘
し
て
講
演
を
開
い
た
。
其
何
囘
目
か
に
矢
野
龍
溪
、
福
地
櫻
痴
の
を

私
が
聽
い
た
の
は
小
石
川
植
物
園
に
於
て
で
あ
つ
た
。
龍
溪
の
莊
重
な
態
度
は
今
で
も
目
に
殘
る
。
孔
明

を
歌
へ
る
杜
少
陵
の
句
『
宗
臣
遺
像
肅●

清●

高●

』
が
思
ひ
出
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
十
七
年
、
彼
は
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「
齊
武
名
士
經
國
美
談
」
を
著
は
し
て
所
謂
洛
陽
の
紙
價
を
高
か
ら
し
め
、
我
々
少
年
時
代
の
隨
喜
渇
仰

の
的
で
あ
つ
た
。
エ
パ
ミ
ノ
ン
ダ
ス
、
ペ
ロ
ピ
ダ
ス
等
の
名
は
之
に
因
て
我
々
の
熟
知
す
る
處
と
な
つ
た
。

彼
は
國
家
經
綸
の
才
を
以
て
自
ら
任
じ
て
抱
負
が
甚
だ
高
く
、
本
書
の
自
序
に
、
『
…
…
小
説
の
世
に
於

け
る
音
樂
畫
圖
の
諸
美
術
と
一
般
、
尋
常
遊
戲
の
具
に
過
ぎ
ず
、
本
書
を
讀
む
者
亦
之
を
遊
戲
具
を
以
て

視
る
可
な
り
…
…
』
そ
し
て
卷
後
に
七
絶
を
題
し
て
曰
ふ
、

　
『
年
少
誤
懷
天
下
憂
・
時
々
深
夜
聞
鷄
起
・
半
生
事
業
何
所
成
・
抂○

向○

燈○

前○

編○

小○

史○

』

　
彼
は
眞
正
の
文
學
の
偉
大
を
（
時
代
が
時
代
ゆ
ゑ
）
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
經
國
美
談
」
の
二
十
二

年
前
即
ち
千
八
百
六
十
三
年
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
に
大
ユ
ー
ゴ
ー
の
序
し
た
左
の
文
と
對
照
す
る
も
善

か
ら
う
。

　
『
法
律
及
び
慣
習
の
力
を
假
り
て
一
種
の
社
會
的
處
罰
が
此
世
に
存
し
、
文
明
の
た
だ
中
に
人
爲
的
地

　
獄
を
造
り
、
人
界
の
災
難
を
以
て
神
聖
の
運
命
を
紛
糾
せ
し
む
る
限
り
、
　
　
現
時
の
三
問
題
、
貧
困

　
に
よ
る
男
子
の
墮
落
、
飢
餓
に
よ
る
女
子
の
破
滅
、
暗
夜
に
よ
る
小
兒
の
萎
縮
　
　
の
解
放
さ
れ
ざ
る

　
限
り
　
　
或
方
面
に
於
て
社
會
的
假
死
状
態
の
可
能
な
る
限
り
　
　
（
更
に
一
層
廣
き
見
地
よ
り
換
言

　
す
れ
ば
）
地
上
に
無
知
と
悲
慘
と
の
存
せ
ん
限
り
、
本
書
の
如
き
も
の
は
無
用
な
ら
ざ
る
べ
し
』

　
　
な
ほ
後
に
引
用
す
る
エ
マ
ス
ン
の
言
も
參
考
に
な
る
。
明
治
二
十
九
年
第
二
囘
「
帝
國
文
學
」
委
員

11



　
に
擧
げ
ら
れ
た
の
は
、
故
藤
岡
勝
二
、
故
岡
田
某
、
青
木
昌
吉
、
戸
川
秋
骨
の
諸
氏
と
私
と
で
あ
つ
た
。

　
委
員
と
な
つ
た
以
上
、
集
る
原
稿
の
不
足
な
折
は
、
何
と
か
し
て
豫
定
の
ペ
ー
ジ
を
滿
た
さ
ね
ば
な
ら

　
ぬ
。
さ
う
い
ふ
次
第
で
時
々
詩
作
な
ど
を
同
誌
上
に
載
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
唐
人
の
七
絶
の
句
『
紅

　
葉
青
山
水
急
流
』
を
取
つ
て
題
と
し
た
一
篇
、
シ
ラ
の
『
理
想
』
中
の
四
行
を
初
め
に
引
い
た
の
が
其

　
一
例
で
あ
る
。
三
十
年
英
文
科
を
卒
業
し
た
時
の
同
級
者
に
今
の
女
子
學
習
院
長
長
屋
順
治
氏
ま
た
故

　
上
田
柳
村
（
敏
）
が
あ
つ
た
。
上
田
の
母
堂
は
明
治
の
初
め
津
田
梅
子
や
、
後
に
大
山
公
爵
夫
人
と
な

　
つ
た
少
女
達
と
共
に
、
十
歳
前
後
で
米
國
に
留
學
し
た
の
で
あ
る
。
上
田
が
英
語
英
文
に
長
じ
た
の
は

　
勿
論
母
堂
の
感
化
で
あ
ら
う
。
此
秀
才
は
又
佛
語
が
得
意
で
、
「
海
潮
音
」
中
に
近
代
の
佛
詩
を
（
獨

　
伊
等
の
も
あ
る
が
）
頗
る
巧
に
譯
し
た
。
元
來
詩
の
完
譯
は
殆
ん
ど
不
可
能
の
も
の
だ
が
、
さ
す
が
柳

　
村
の
技
倆
は
、
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
も
の
を
可
能
と
し
た
。
ル
コ
ン
ト
・
ド
・
リ
イ
ル
の
譯
、
エ
レ
デ

　
ア
の
譯
は
其
適
例
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
、
彼
の
創
作
は
極
め
て
少
數
で
あ
る
。
ち
と
脱
線
で
あ
る

　
が
、
譯
詩
に
つ
い
て
の
面
白
い
話
は
、
シ
ラ
の
『
ワ
ー
レ
シ
ユ
タ
イ
ン
』
を
、
サ
ミ
ユ
ー
ル
・
テ
イ
ラ

　
・
コ
レ
リ
ヂ
が
英
譯
し
た
事
で
あ
る
。
詩
才
は
コ
レ
リ
ヂ
が
勝
る
と
思
は
る
ゝ
が
、
彼
が
獨
逸
に
一
ヶ

　
年
ば
か
り
滯
在
の
時
に
試
み
た
其
譯
は
、
詩
才
に
任
か
せ
て
隨
分
勝
手
に
書
き
直
し
た
點
が
あ
る
。
そ

　
れ
を
原
作
者
が
讀
ん
で
感
服
し
、
『
成
る
ほ
ど
！
　
か
う
す
る
が
善
い
』
と
て
、
原
作
を
書
き
換
へ
た
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と
い
ふ
事
だ
。
詩
壇
上
極
め
て
稀
有
の
美
談
珍
談
で
あ
ら
う
。

　
　
島
崎
藤
村
君
が
「
若
菜
集
」
を
春
陽
堂
か
ら
出
版
し
た
の
は
、
明
治
三
十
年
と
覺
ゆ
る
、
是
が
眞
に

　
新
時
代
を
劃
す
る
傑
作
で
あ
る
こ
と
は
今
更
曰
ふ
迄
も
無
い
。
先
輩
と
し
て
敬
意
を
捧
げ
る
に
躊
躇
せ

　
ぬ
。
私
の
第
一
詩
集
「
天
地
有
情
」
は
之
よ
り
二
年
お
く
れ
て
三
十
二
年
の
四
月
博
文
館
か
ら
刊
行
さ

　
れ
た
。
こ
の
中
に
は
『
星
落
秋
風
五
丈
原
』
『
暮
鐘
』
な
ど
が
含
ま
れ
て
あ
る
。
初
め
此
刊
行
を
申
込

　
ん
だ
が
『
そ
ん
な
も
の
は
眞
平
だ
』
と
斷
は
ら
れ
て
、
大
に
し
よ
げ
た
時
『
可
愛
想
に
』
と
同
情
を
寄

　
せ
て
同
館
の
大
橋
乙
羽
を
説
服
し
て
澁
々
之
を
出
版
せ
し
め
た
の
は
、
博
文
館
に
當
時
深
い
關
係
の
あ

　
つ
た
故
高
山
樗
牛
と
故
久
保
天
隨
（
後
に
臺
灣
帝
大
の
漢
文
學
教
授
）
の
兩
博
士
で
あ
つ
た
。
其
時
の

　
原
稿
料
は
三
十
圓
内
外
で
あ
つ
た
。
印
税
な
ど
は
思
ひ
も
か
け
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
之
が
フ
ロ
ツ
ク

　
コ
ー
ト
一
着
の
代
價
と
な
つ
た
な
ど
は
、
今
更
思
ふ
と
可
笑
し
く
も
あ
り
馬
鹿
々
々
し
く
も
あ
る
。
此

　
集
は
出
版
者
及
び
著
者
た
る
私
の
豫
想
外
に
頗
る
讀
詩
界
に
歡
迎
さ
れ
た
。
彼
此
百
版
近
く
も
刊
行
さ

　
れ
た
ら
し
い
。
集
中
の
『
星
落
秋
風
五
丈
原
』
に
關
し
て
一
寸
面
白
い
話
が
あ
る
。
此
詩
は
明
治
三
十

　
一
年
十
一
月
號
の
「
帝
國
文
學
」
に
初
め
て
載
つ
た
も
の
だ
が
、
其
直
後
に
、
上
野
の
動
物
園
で
東
印

　
度
生
れ
の
猩
々
が
死
ん
だ
。
前
年
着
い
て
大
評
判
に
な
り
、
遂
に
天
聽
に
達
し
て
宮
城
の
中
に
召
さ
れ
、

　
叡
覽
を
忝
う
し
た
ほ
ど
で
あ
つ
た
が
、
風
土
に
適
せ
ず
寒
氣
に
犯
さ
れ
て
遂
に
斃
れ
た
。
こ
れ
に
關
し
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て
坪
谷
水
哉
君
が
「
文
藝
倶
樂
部
」
（
三
十
二
年
一
月
號
）
に
『
猩
々
の
追
善
』
と
題
し
て
頗
る
面
白

　
い
長
文
を
書
い
た
。
其
大
意
を
述
べ
る
と
、
動
物
園
内
で
、
一
月
二
日
第
一
月
曜
の
休
日
（
人
間
の
縱

　
覽
を
許
さ
ぬ
日
）
に
、
猩
々
舊
棲
の
鐵
柵
の
前
で
、
追
善
會
を
催
う
し
た
云
々
、
年
番
幹
事
の
猪
が
喪

　
主
と
な
り
、
親
類
總
代
の
猿
が
弔
文
を
讀
み
、
つ
づ
い
て
鸚
鵡
は
某
氏
の
『
星
落
秋
風
五
丈
原
』
の
假

　
聲
を
や
つ
て
、
一
篇
の
和
讚
を
歌
ふ
た
…
…
云
々
そ
の
和
讚
の
題
は
『
星
落
秋
風
動
物
園
』
で
あ
る
。

　
左
に
原
詩
の
第
一
節
と
和
讚
と
を
對
照
す
る
。

　　
　

　
　
祁
山
悲
秋
の
風
更
け
て
、

　
　
陣
雲
暗
し
五
丈
原
、

　
　
零
露
の
文
は
繁
く
し
て
、

　
　
草
枯
れ
て
馬
は
肥
ゆ
れ
ど
も
、

　
　
蜀
軍
の
旗
光
な
く
、

　
　
鼓
角
の
音
も
今
し
づ
か
、

　
　
丞
相
病
篤
か
り
き
。
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上
野
の
山
に
風
あ
れ
て
、

　
　
時
雨
降
り
し
く
動
物
園
、

　
　
北
海
道
の
羆
ひ
ぐ
まさ
へ
、

　
　
寒
さ
に
頸
を
縮
む
め
り
、

　
　
况
し
て
天
竺
熱
帶
の
、

　
　
野
山
に
育
ち
し
動
物
が
、

　
　
寒
氣
に
得
堪
へ
で
ゆ
く
り
な
く

　
　
健
康
傷
る
ぞ
是
非
も
な
き
、

　
　
猩
々
病
篤
か
り
き
。

　
　

　
水
哉
君
の
此
の
名
文
（
と
曰
ふ
て
も
よ
か
ら
う
）
　
　
其
終
に
象
と
虎
の
弔
辭
が
あ
る
。
『
象
は
眞
言

15



宗
と
見
え
て
、
鼻
の
先
に
香
を
摘
ん
で
、
香
爐
に
不
恰
好
に
振
り
撒
き
、
「
象
撒
く
サ
ン
ザ
ン
だ
（
ノ
ー

マ
ク
サ
ン
マ
ン
ダ
の
も
じ
り
）
ベ
ー
ロ
シ
ヤ
ナ
ア
」
と
唱
へ
て
退
く
…
…
虎
は
禪
宗
と
見
え
て
「
南
無
迦

羅
タ
ン
ノ
ウ
虎
ヤ
ー
虎
ヤ
ー
」
（
こ
れ
で
お
仕
舞
）
』
と
結
ん
で
ゐ
る
。

　
其
後
私
は
「
曉
鐘
」
「
東
海
遊
子
吟
」
「
曙
光
」
「
天
馬
の
道
に
」
「
ア
ジ
ア
に
叫
ぶ
」
譯
詩
と
し
て

は
バ
イ
ロ
ン
の
「
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ー
ド
」
（
全
譯
）
な
ど
を
出
し
た
が
、
世
間
一
般
は
私
を
主
と
し

て
「
天
地
有
情
」
の
作
者
と
見
な
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
曰
ふ
の
は
憚
る
べ
き
次
第
か
も
知

れ
ぬ
が
、
「
天
馬
の
道
に
」
を
比
較
的
善
い
も
の
と
自
分
で
は
考
へ
て
ゐ
る
。
世
界
大
戰
終
了
の
後
二
年
、

一
千
九
百
二
十
年
三
月
の
出
版
、
イ
タ
リ
ヤ
の
ダ
ヌ
ン
チ
オ
が
、
東
亞
飛
行
の
壯
擧
決
定
と
聞
い
た
後
、

大
正
八
年
九
月
十
八
日
、
全
體
の
構
想
が
一
夜
に
成
り
、
尋
で
聯
想
の
翼
の
擴
が
る
ま
に
ま
に
補
足
し
て

成
つ
た
も
の
、
三
十
六
章
か
ら
成
る
が
、
各
章
皆
獨
立
の
一
篇
と
し
て
讀
ん
で
差
支
な
い
。
天
馬
ペ
ガ
サ

ス
が
天
翔
け
る
道
を
飛
來
す
る
南
歐
の
詩
人
を
歡
迎
す
る
其
序
詩
は
初
め
「
中
央
公
論
」
に
載
つ
た
。
之

を
誰
か
が
當
時
イ
タ
リ
ヤ
滯
在
の
下
位
春
吉
君
に
送
つ
た
と
見
え
て
、
同
君
は
詩
人
エ
ン
リ
コ
君
と
共
に

之
を
イ
タ
リ
ヤ
語
に
譯
し
て
ナ
ポ
リ
の
書
店
か
ら
發
行
し
た
。
ダ
ヌ
ン
チ
オ
詩
宗
が
之
を
讀
ん
で
激
賞
し

た
と
い
ふ
こ
と
を
、
下
位
君
か
ら
當
時
伊
國
漫
遊
中
の
故
二
高
校
長
武
藤
虎
太
郎
君
を
通
じ
て
報
道
さ
れ

た
。
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「
激
賞
」
と
は
大
割
増
だ
ら
う
が
、
一
寸
嬉
し
く
な
い
こ
と
も
無
か
つ
た
。
序
詩
の
伊
譯
は
さ
す
が
伊
語

の
性
質
上
原
作
以
上
で
あ
る
。

　
前
に
戻
る
が
「
天
地
有
情
」
出
版
の
折
は
『
坊
つ
ち
や
ん
』
形
氣
で
、
序
の
中
に
『
…
詩
は
閑
人
の
囈

語
に
非
ず
…
』
と
か
、
例
言
の
中
に
は
『
詩
を
遊
戲
と
見
な
し
、
閑
文
字
と
見
な
す
の
は
、
古
來
の
習
慣

で
あ
る
が
、
此
弊
風
が
敗
れ
ぬ
中
は
眞
の
詩
は
起
ら
な
い
、
一
般
讀
者
の
詩
に
對
す
る
根
本
觀
念
を
刷
新

す
る
の
が
、
今
日
國
詩
發
展
の
要
素
で
あ
る
』
な
ど
ゝ
書
き
、
附
録
に
歐
洲
諸
文
豪
の
詩
論
或
は
詩
人
論

を
譯
載
し
た
。
カ
ー
ラ
イ
ル
、
シ
エ
リ
イ
、
ジ
ヨ
ー
ジ
・
サ
ン
、
エ
マ
ス
ン
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
そ
れ
で
あ
る
。

右
例
言
中
の
『
古
來
の
習
慣
』
は
今
思
へ
ば
『
或
時
代
の
習
慣
』
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
カ
ー
ラ
イ

ル
の
は
「
英
雄
崇
拜
論
」
の
第
三
講
に
い
ふ
處
、
シ
エ
リ
イ
の
は
「
詩
の
辯
護
」
に
い
ふ
處
、
　
　
私
は

今
で
も
當
時
と
ひ
と
し
く
、
シ
エ
リ
イ
を
英
國
最
大
詩
人
の
一
と
信
じ
、
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
次
い
で
の

英
國
第
二
位
の
大
詩
人
の
候
補
者
（
ス
ペ
ン
サ
ア
、
ミ
ル
ト
ン
等
と
共
に
）
と
仰
ぎ
た
い
。
彼
は
　
　

『
詩
は
人
意
を
以
て
致
す
べ
き
で
は
無
い
、
我
れ
詩
を
作
ら
う
と
人
は
曰
ひ
得
な
い
、
最
大
詩
人
も
曰
ひ

得
な
い
』

と
曰
ふ
、
體
驗
か
ら
で
あ
ら
う
。
大
ゲ
ー
テ
が
『
偉
大
の
詩
…
…
は
自
己
の
力
で
出
來
た
の
で
は
な
い
、

靈
の
惠
で
あ
る
』
と
エ
ツ
カ
マ
ン
と
の
對
話
中
に
曰
ふ
處
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
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シ
エ
リ
イ
は
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
學
生
時
代
、
青
春
の
客
氣
に
驅
ら
れ
て
、
「
無
神
論
の
必
要
」
を

書
い
て
退
校
處
分
を
受
け
た
が
、
其
後
の
作
を
讀
む
と
、
無
神
論
ど
こ
ろ
か
、
神
祕
な
宇
宙
の
大
虚
に
對

し
て
深
甚
の
崇
拜
を
捧
げ
て
ゐ
る
。
三
十
歳
ば
か
り
で
南
歐
の
海
に
溺
死
し
た
が
、
ゲ
ー
テ
、
ユ
ー
ゴ
ー
、

カ
ー
ラ
イ
ル
…
…
の
如
く
八
十
餘
歳
の
長
壽
を
保
つ
た
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
大
作
を
人
界
に
殘
し
た
だ
ら

う
。

　
エ
マ
ス
ン
の
は
論
文
集
第
二
篇
の
『
詩
人
論
』
か
ら
で
あ
る
。
　
　

　
『
宇
宙
に
三
兒
が
あ
る
、
知
る
者
、
行
ふ
者
、
言
ふ
者
、
即
ち
眞
を
愛
す
る
も
の
、
善
を
愛
す
る
者
、

　
美
を
愛
す
る
者
、
　
　
三
者
は
同
等
で
あ
る
。
詩
人
は
言
ふ
者
で
、
美
を
代
表
す
る
、
…
…
詩
人
は
副

　
王
で
な
い
、
自
個
の
權
に
於
て
帝
王
で
あ
る
、
…
…
俗
人
は
只
行
爲
活
動
を
尚
び
、
爲
さ
ず
し
て
曰
ふ

　
者
を
排
斥
す
る
、
詩
人
が
言
者
で
、
述
言
の
爲
め
に
此
世
に
下
さ
れ
た
こ
と
が
分
ら
な
い
。
ホ
ー
マ
ア

　
の
言
の
尊
い
の
は
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
（
希
臘
の
英
雄
）
の
勝
利
の
尊
い
の
と
同
樣
で
あ
る
。
詩
人
は

　
英
雄
を
待
た
な
い
、
聖
人
を
待
た
な
い
…
…
』

　
ユ
ー
ゴ
ー
の
は
「
光
と
暗
」
（
一
千
八
百
四
十
年
刊
行
）
の
序
全
部
で
、
例
の
如
く
飽
く
迄
も
意
識
的

に
自
己
の
抱
負
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
…
…
（
完
美
の
詩
人
は
）
係
累
が
無
い
、
桎
梏
が
無
い
、
意
思
と
行
爲
と
共
に
等
し
く
自
由
で
あ
る
、
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…
…
一
切
の
艱
難
を
憐
む
に
於
て
自
由
で
あ
る
。
一
切
の
敬
信
を
尊
ぶ
に
於
て
自
由
で
あ
る
。
…
…
自

　
然
界
の
中
に
生
き
、
活
世
界
の
中
に
住
み
、
…
…
好
友
と
し
て
原
野
に
春
を
眺
め
、
玉
樓
に
王
侯
を
望

　
み
、
獄
裏
に
囚
人
を
見
る
…
…
』

　
詩
及
び
詩
人
に
對
す
る
是
等
の
評
に
對
し
て
、
私
は
今
日
も
何
等
反
對
す
べ
き
も
の
を
見
出
さ
な
い
。

　
明
治
卅
三
年
正
月
、
故
郷
仙
臺
に
あ
る
第
二
高
等
學
校
に
仕
官
し
、
卅
四
年
海
外
漫
遊
に
出
か
け
、
卅

七
年
秋
、
日
露
戰
役
の
最
中
歸
朝
し
、
翌
年
再
び
二
高
に
就
職
し
て
爾
來
三
十
餘
年
、
既
往
は
眞
に
一
夢

の
や
う
に
感
ず
る
。
昨
年
、
本
官
を
辭
し
た
が
、
今
な
ほ
講
師
と
し
て
奉
職
し
て
居
る
。
同
僚
中
に
は
、

日
露
戰
役
後
三
年
に
生
れ
た
若
い
方
も
あ
る
。
い
つ
迄
も
青
年
氣
取
り
で
、
た
ま
に
晩
翠
翁
な
ぞ
新
聞
紙

上
に
書
か
れ
る
と
内
々
大
不
平
だ
が
、
何
と
も
致
し
方
が
な
い
。
呵
々
。

　
與
へ
ら
れ
た
枚
數
が
盡
き
た
か
ら
、
こ
ゝ
で
擱
筆
す
る
。

　
（
附
言
）
昨
年
秋
出
版
の
隨
筆
集
、
「
雨
の
降
る
日
は
天
氣
が
惡
い
」
の
序
言
中
に
述
べ
た
通
り
、
私

　
の
姓
は
從
來
ツ
チ
ヰ
と
發
音
し
來
つ
た
が
、
種
々
の
理
由
で
ド
ヰ
と
改
音
し
た
。
序
な
が
ら
一
寸
こ
ゝ

　
に
書
く
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
明
治
文
學
全
集
　58

　
土
井
晩
翠
　
薄
田
泣
菫
　
蒲
原
有
明
集
」
筑
摩
書
房

　
　
　1967
（
昭
和42

）
年4

月15

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
中
央
公
論
」
中
央
公
論
社

　
　
　1935

（
昭
和10
）
年7

月
号

初
出
：
「
中
央
公
論
」
中
央
公
論
社

　
　
　1935

（
昭
和10

）
年7
月
号

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
小
林
繁
雄

2006

年7

月2

日
作
成

2015

年10

月20

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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